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川
井
敏
久

現
市
長
が
再
選

６
月
1
4日

、
任
期
満
了

に
伴
う
「
松

戸

市
長

選
挙

」

が
行

わ

れ
ま
し

た
。

投
票

は
午

前
７

時
か
ら

午
後
８

時

ま
で

、
市
内

九
十

八
ヵ
所

の
投
票

所

で
一

斉
に
行

わ

れ
、
午
後

９
時
1
5
分

か
ら

運
動
公

園
体

育
館
で

即
日

開
票

さ
れ

ま
し
た

。

そ

の
結
果

、
川
井

敏
久
氏

が
当
選

（
再
選

）
し

、
今
後

の
松

戸
市

政
を
担

う
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。
任

期
は
平

成
1
4
年
７
月

２
日

ま

で
の
四

年
間

と

な
り

ま
す

。

今

回

の
市

長

選
挙

は
、
改
正

さ
れ

た
公

職
選

挙
法

に
よ

る
松
戸

市
で

は

初

め
て

の
選
挙

で
、

投
票
時

間

が
二

時

間
延
長

さ

れ
、
午

後
８

時
ま
で

と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
投
票
速
報
・
開
票
速
報

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
開
票
結
果

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
℡
3
6
6

・
7
3
8
6

番

川井敏久（無所属) 70,787 票

藤野健正（無所属) 26,108 票

岡田　脩（無所属) 14,048 票

川
井
敏
久
市
長
の
略
歴

《投票串》

男30.94%

女33.0996

平均32.00%

《投票者数》

男　55,092 人

女　57,638 人

計112,730 人

《当日有権者数》

男　178,063 人

女　174,197 人

計　352,260 人

昭和45 年 、松戸市議会議員選挙に初

当 選。同市 議会 議員を3 期 務めた後 、

昭和58 年 から県議会議員。3 期目半ば

の平成6 年6 月 に、松戸市長選挙で初当

選。県市長会理事 、全国市長会評議員、

市体育協会名誉会長などを務める。法

政大学経済学部卒業。

水
の
中
で

の
災

害
も
任

せ
て

Ｉ・

「
水
難
救
助

隊
が
発
足
」

船
舶
の
転
覆
や
電
車
、
自
動
車
等

の
転
落
事
故
に
よ
る
、
水
中
で
の
人

命
救
助
活
動
が
必
要
な
場
合
に
活
躍水難救助訓練を行う隊員たち

す
る

、「
水
難
救

助
隊
」
が
６

月
１
日

に

発
足
し

ま
し
た

。

救
助

隊
は

、
西
口
消
防
署

に
十
人

が
配
属

さ
れ

、
市

内
で
災

害
が
発

生

す
れ
ば

直
ち
に
出

動
し
ま

す
。
ま
た

、

応
援
要
請

が
あ

れ
ば
市
外

に
も
出

動

し
ま
す

。

こ
れ
ま

で
水
中

で
の

救
出

・
救

助

方
法
は

、
水
面
か

ら
水
中

探
索
棒

を

使
う
手

探
り
の

方
法
で

、
カ
ン
だ

け

が
頼
り

で
し
た

。

今
後

、
最
新

の
装
備

を
身
に
付

け

た
隊
員

が

、
直

接
水
中
に

潜
っ
て

捜

索
す

る
こ

と
が
で

き
ま

す
の
で

、

一

刻
を
争

う
水
難

事
故
へ

の
素
早

い
対

応
が
で

き
る
よ

う
に
な

り
ま
し
た
。

間
松
戸
市
消
防
局
警
防
課
℡
3
6
3
・
1
1

1
1

番

県

警
「
ス

パ
ッ
ト
」
が
活
動
開

始

千
葉
県
警
察
は
、
県
内
の
各
署
と
チ

ー
ム
を
組
み

活
動

す
る

ス
パ
ッ
ト

（
ス

ペ
シ
ャ
ル

パ
ト
ロ

ー
ル
チ

ー
ム

）
を
発

足
さ
せ
ま

し
た

。

交
通

死
亡
事
故

、
連
続

発
生
す

る
ひ

つ
た

く
り
、
少
年

非
行

な
ど

の
防

止
を

図
り
ま

す
。

こ

れ
か
ら

も
防

犯
に
対

す
る
住

民
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、
警
戒
を
強
化
し
て

い
き
ま

す
。

問
松
戸
警
察
署
℡
3
6
9
・
0
1
1
0
番
、

松
戸

東
警

察
署

℡
3
4
9
・
0
1
1
0

番

人 口 と 世 帯　6 月1日現在

[
]
は
前
月
比

[+383]

[+143]

[+24Q]

[+298]

461,923人

234,092人

227,831人

177,101世帯

人口

男

女

世帯

主な内容

屋外市営プールを開放　　　②

介護保険制度の仕組み　　　 ③

人権問題に関する住民意識
調査がまとまりました　　 ④⑤

情報チャンネル　　　　⑥⑦

松
戸
市
長
選
挙
は
６
月
１４
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開

票
の
結
果
川
井
敏
久
氏
が
七
万
七
百
八
十
七
票
を
獲
得
し
て

当
選
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
今
後
四
年
間
の
松
戸
市
政
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

21世紀に向けての市政を託す

市長選挙開票結果
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屋外市営プ ールを開放

夏の暑いときにはここで過ごそう

各回総入れ替え制
運動公園プール

７月１２日日 ・２６日日 ﾍﾞﾖ０日木・31

日（ 、８月２４日月 （水泳大会に使用）

中央公園プール･ 新松戸プール･ 東部ス

ポーツパークプール

７月６日・１３日の各月曜日は、お休み

です。

１回目 午前9 時～11 時

2回 目 正午～ 午後2 時

3回 目午後3 時 ～5 時

※７月IEﾖ 水 か ら17 日 金の 間（土 一日

を除く）は、1回目はありません。

※気 象条件等 により中 止または時間帯

を変更する 場合 があります。

新松戸プール
℡342-9332 番

東部スポーツパークプール

℡391-0944番

問スポーツ課（松戸運動公園内）℡363-9241 番

一年中泳げる温水プールもご利用ください

クリ ーン センタ ー温水プ ール　　　和名ケ谷スポーツセンタープール

℡391 -5990 番

大人600円　子ども（中学生以下）200 円

℡385-7100 番

大人400円　子ども(中学生以下) 100円

定休日　毎月第3月曜日(祝日の場合は翌日)

・年末年始
定休日　月曜日（祝日の場合は翌日）・年末
年始

「
日

常

生
活

の
悩
み

を
お
国

言

葉

で
ス

ム

ー
ズ
に
相

談
し

よ
う
」

と

、

市

内
在

住

の
外
国

人

の
た
め

の
相

談

窓
口

を
開
設

し
て

い
ま

す

。
皆

さ

ん

の
お
近

く

に
困

っ
て

い
る
人

が

い
ま

し
た

ら
、

ぜ
ひ
教
え

て

あ

げ
て

く

だ

さ

い
。

な

お
、

相
談
日

に

は
電
話

に
よ

る

相
談

も
出

来
ま
す

。

相
談
専
用
電
話
℡
3
6
6
・
1
1
6
2

番
相
談
日
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

（
祝
日

を

除
ぐ
）
、
午

前
９

時
～
正

午

会
場
市

役
所

本

館
二

階

相
談
コ

ー
ナ

ー
　

相

談

内
容
日

常

生
活

に

お
け

る

諸

問

題
　

取

扱

言

語

英

語

・
中

国

語

・

ポ
ル
ト

ガ
ル
語

・
ス

ペ
イ

ン
語

費

用
無

料

Dａtｅ　Every 2nd and 4th Tuesday(ln the case of ａ national holiday

,we have no service.)

,we accept telephone inquiry as well. ℡366-1162

Time 9:00a.m～noon

Place Matsudo City Hall(“Soudan corner”）

Language English,Chinese,Portuguese and Spanish are available.

Charge Free

Inquiry “Shimin soudan shitsu”

７
月
1
2
日
８
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日

任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
７
月
1
2日
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

間
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
3
6
6
・
7
3
8
6
番

投

票

日

時

７
月
1
2日
日
午
前
７
時
～
午
後
８
時

投

票

で

き

る

人

昭
和
5
3年

７
月
Ｂ
日

ま

で
に
生
ま

れ
、
平
成
1
0
年

３
月

２
日
ま

で
に
松

戸
市

に
転

入
届
出

を
し

、
引

き
続

き

居

住
し
て

い
る
人

。
平

成
1
0
年
３
月

2
5日

以

降
に
松

戸
市

に
転
入

届
出

を

し

た
人

は
、
前

住
所

地

の
選

挙
管
理

委
員

会
に
お
間

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

な
お

、
松
戸
市

の
選
挙
人

名
簿

に

登

録

さ
れ
て

い
る
人

で
、

３
月
1
2日

以

降

に
転
出
し

、

か
つ
転
出

先
に

お

い
て
選

挙
人
名

簿

に
登
録

さ
れ
て

い

な

い
人

は
、
松

戸
市

で
投
票

す

る
こ

と

が
で

き
ま

す
。

不

在

者

投
票

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
不
在

者
投
票
が
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

※
投
票
日
当
日
に
仕
事
が
あ
る
人
。

自
営
業
の
人
な
ど
仕

争
場
が
投
票

区
の
区
域
内
に
あ
る
人
も
不
在
者

投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
私
用
で
あ
っ
て
も
、
投
票
区
の

ぼ
域
外
に
い
る
場
合
は
不

在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

※
親
族
の
冠
婚
葬
祭
が
あ
る
人
は
投

票
区

域
を
間
わ
ず
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

不

在
者
投
票
の
手
続
き

手
続
き
も
簡
単
に
な
り
、
官
誓

書

に
列
挙
さ
れ
て
い
る
不
在
者
投
票
の

事
由
の
中
か
ら
自
分
か
該
当
す
る
も

の
を
選
択
す
る
だ
け
で
、
印
鑑
も
不

要
に
な
り
ま
し
た
。

不

在
者
投
票
の
期
間

※
市
役
所
本
館
二
階
大
会
議
室
６
月

2
5
日
木
～
７
月
1
1
日
土
午
前
８
時

3
0
分
～
午
後
８
時

※
支
所

（
選
挙
人
の
住
所
地
を
所
管

す
る
支
所
と
な
り
ま
す
）
７
月
３

日
金
～
７
月
1
1
日
土
午
前
８
時
3
0

分
～
午
後
５
時

選
挙
区
選
挙
は
候
補
者
名
で

比
例
代
表
選
挙
は
政
党
名
で

大
切
な
一
票
で
す
。
必
ず

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
健
康

ほ
く
ろ
と
あ
ざ

ほ
く

ろ
や

あ
ざ
は

だ
れ

に
で
も

あ

っ
て

、
成
人

で

は
一
人

平
均
九

個
以
上

あ
る
と

い
わ
れ
て

い
ま
す

。

あ
ざ
は
、
お
母
さ
ん
の
お
腹
の

中

に

い
る
時

、
皮
膚

と
な

る

べ
き

あ
る
部

分
に

突
然
変

異

が
起
こ

っ

て

で

き
る
も

の
で
す

。
生
ま

れ
た

時

に
す

で
に

あ

っ
た

り
、
大

き
く

な

っ
て

か
ら
出

て
く

る
場

合

が
あ

り

ま
す

。
ま

た
、
ほ

く
ろ

と

い
う

の
は
小

豆
大

ま
で

の
あ
ざ

に
付
け

ら
れ
た

俗
称

で
す

。

褐
色
や
黒
く
見
え
る
も
の

幹

の
大
半

を
占

め
る
も

の
ま

で
あ

り
ま

す
。

成
人

に
な

っ
て

か
ら
ま

れ
に
隆
起

し
て

く
る
こ

と

が
あ

っ

て
も

、
自

然

治
癒

は
あ
り

ま
せ

ん
。

ま

た
、

イ
チ

ゴ
状

血
管

腫
は
生

ま

れ
た
時

か
ら

、
あ

る

い
は
生
後

一
ヵ

月
以
内

に
で
き

、
そ

の
表
面

は
イ

チ

ゴ
を
縦

に
切

っ
て
乗

せ
た

よ
う
な
外
観
を
し
て
い
ま
す
。
六

～
七
歳
ま
で
に
は
大
部
分
が
消
え

ま

す

が
、
ま

ぶ
た

や
口

・
鼻
に
で

き
た
も

の
、
生

後
六
ヵ

月

を
過

ぎ

て

も
大

き
く

な
っ
て
く

る
も
の

、

出

血
し

や
す

い
も

の
で
は

治
療

が

必
要

で
す

。

サ
ー
モ
ン
パ
ッ
チ

メ
ラ
ニ
ン
色

素

を
作

る
細
胞

に

異

常

が
生
じ

、

メ
ラ
ニ
ン

色
素

が

増
加
し

た
り

細
胞

の
数

が
増
え

た

も

の
は
色
素

性
母
班

と

い

い
、
大

き

い
も
の
は
生
ま

れ
つ
き
で
す
が
、

小
さ
い
も
の
は
二
～
三
歳
の
間
に

出

現
し

て
思

春
期

に
か
け

増
え

ま

す
。
皮

膚

の
表
面
と

同
じ
平

ら

な

も

の
か
ら
隆

起
し
た

も

の
、
毛

の

密
集
し

た
も

の

な
ど
さ
ま

ざ
ま

で

す
。さ
ら

に
、

ほ
く

ろ

の
数

が
多
い

の

は
遺
伝
的

な
体
質

が
あ
る
よ
う

で
す

。
ま
た

、
た
く

さ

ん
の
ほ

く

ろ

や
あ
ざ

が
あ

る
場

合

は
、
皮

膚

以

外

の

い
ろ

い
ろ
な
臓
器

に
も

変

化
を
伴
う
母
班
症
と
い
う
全
身
の

遺
伝

性
の
病

気

の
可

能
性

が
あ

り

ま
す

。

赤
く
見
え
る
も
の

．

血
管

の
発

育
異

常
に
よ

っ
て

起

こ

る
の
は
赤

あ

ざ
と

い
わ
れ
て

い

ま
す
。
単
純
性
血
管
腫
（
ポ
ー
ト

ワ
イ

ン
血
管

腫
）

は
生
ま

れ

た
時

か
ら
見
ら
れ
る
平

ら
な
赤

い
班

で
、

小

さ

い
も

の
か
ら

一
肢
全

体

や
体

新

生
児

の
約

三
〇
％

に
毛

細

血

管

拡
張
性

の
境

界
不
明

瞭

な
淡

紅

色

の
斑

が
、
ま
ゆ
問

、
上

ま

ぶ
た
、

額

の
真

ん
中

に
見
ら

れ
ま

す
。
こ

れ
は
単
純

性

血
管
腫

に
よ

く
似

て

い
ま
す

が
、
二

歳
ま

で
に

は
自

然

に
消
え
ま

す

。
し
か

し
、

う
な

じ

に
で
き
た

も

の
は
成

人
期

ま
で
残

る
こ

と

が
あ
り

ま
す

。

一
囗
に
あ
ざ
、
ほ
く
ろ
と
い
っ

て

も
原
因

は

さ
ま

ざ
ま
で

す
。

必

要
以
上

な
心
配

は
い
り
ま
せ

ん
が
、

そ

の
変
化

に

は
注
意

し
て

い
て

く

だ
さ

い
。

（
松

戸

市

医

師

会

）

開放期間
7/1(水)～8

/31(月)
利用できない日

大人　　　　　　200 円
子ども（中学生以下）50円利用料金(2時間)

松戸運動公園プール
℡363-9554番

松戸中央公園プール
℡363-6863 番

ご利用ください

外国人のための

相談窓口

市民相談室
366-731
9番

Please feel free to ask our advice on your life in Matsudo･



広報まつど1998年(平成10年)6月25日

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

介
護
保
険
実
施
に
向
け
て
の
実
態
調
査

問
介
護
保
険
準
備
室
℡
3
6
6
・
7
3
7
0
番

介

護
保

険
制

度
を
円

滑

に
実
施

す

る

の
に
重
要

な
こ

と

は
、
①
介

護

保

険
給

付
対

象
者

を
把

握
す

る
こ
と

②

そ

の
人

々
の
介

護
保

険
給
付

対
象

サ

ー
ビ
ス
量
を
把
握
す
る
こ
と
で
す

。

そ
の
た

め
に

実
施

す
る

の
が
、

高

高
齢
者
一
般
調
査
は
、
六
十
五
歳

以
上
の
全
員
に
対
し
て
平
成
1
0
年
７

高齢者一般調査

市長室　発

再選にあたって

6月17日の登庁式で、職員へ訓辞をする市長

６
月
７
日
に
告
示
さ
れ
た
市
長

選
挙
の
期
間
中
は
、
毎
日
、
円
安

の
報
道
が
さ
れ
、
世
の
中
の
景
気

も
冷
え
き
り
、
ま
た
、
天
候
も
梅

雨
独
特
の
小
雨
の
多
い
う
っ
と
う

し
い
一
週
間
で
し
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
明
る
い
話

題
と
い
え

ば
世
界
中
が
注
目
し
て

要
介
護
高
齢
者
実
態
調
査
は
、
要

介
護
高
齢
者
ど
し
て
、
高
齢
者
一
般

調
査
で
把
握
さ
れ
た
人
、
お
よ
び
す

で
に
市
で
把
握
し
て
い
る
人
を
対
象

に
平
成
1
0年
９
月

か
ら
1
1月
の
問
に

実
施
し
ま
す
。

主
な
調
査
内
容
は
、
民
間
を
含
む

利
用
サ
ー
ビ
ス
の
把
握
・
要
介
護
度

お
よ
び
日
常
生
活
自
立
度
の
把
握
な

ど
で
す
。

今
同
実
施
す
る
二
つ
の
調
査
は
、

平
成
1
2年
４
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ

る
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
大
変
重

要
な
意
味
を
も
っ
調
査
と
な
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し

ま

す

。

い
た
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
す
が
、
逆

に
投
票
率
の
低
下

が
心
配
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
低
投
票
率
が
予
想

さ
れ
た
中
、
６
月
1
4日
に
市
長
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

持
に
よ
り

、
引
き
続
き
市
政
を
担

当
す

る
こ

と
に
な
り
、
改
め
て
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ

ろ
で
す
。

私
は
選
挙
期
間
中
、
こ
の
四
年

間
の
実
績
と
二
十
一
世
紀
に
向
け

た
総
合
計
画
の
着
実
な
実
施
の
必

要
性
を
話
し
、
こ
の
市
長
選
が
将

来
の
松
戸
市
の
方
向
を
決
定
す

る

大
切
な
選
挙
で
あ
る
と
皆
様
に
訴

え
て
ま

い
り
ま
し
た
。

こ

の
四
年
間
の
実
績
と
し
て
は

案　　 内　　 図

五香六実地区

在宅介護支援ｾﾝﾀ ー

お気軽にご相談ください

在宅介護支援センターでは 、在宅でねたきり

や痴呆のために日常生活に支障があり、介護を

必要とするお年寄りとその介護者の負担を軽く

するために 、在宅介護に関する相談を受け、必

要な保健・福祉サービスの紹介や連絡 一調整等

をしています。

五香六実地区在宅介護支援センターは中央 、

新松戸、小金原 、東部地区に続き 、５番目の施

設となりました。

開設時間　午前8時30分～午後5時

業務内容

①在宅生活の総合相談

②介護サービス計画の設定

③保健・福祉サービス利用申請の紹介

④介護機器の展示・紹介・選定・使用方法説明

⑤地域内要介護高齢者の実態把握

⑥地域ぐるみ福祉ネットワーク事業推進支援

スタッフ　ソーシャルワーカー・看護婦

厳
し
い
財
政
の
中
、
健
康
福
祉
会

館
の
開
設
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉

の
充
実
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教

訓
に
し
た
防
災
・
防
犯
対
策
、
行

政
リ
ス
ト
ラ
の
実
施
、
そ
し

て
緑

花
清
流
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

総
合
計
画
は
、
市
民

の
参
画
に

よ
り
策
定
し
た
計
画
で
、
そ
の
基

本
的
な
方
向
を
示
す
基
本
構
想
は

す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

議
会
の
議
決
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
総
合
計
両
は
私
の
選
挙

公
約
と
も
な
る
も
の
で
、
具
体
的

な
項
目
と
し
て
は
①
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
②
生
涯
学
習
会
館
（
中

央
図
書
館
）
の
建
設
③
給

食
室
の

ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
化
④
中
小
商
工

業
者
の
支
援
⑤
地
域
防
災

・
防
犯

組
織
の
確
立
⑥
江
戸
川
木
上
ハ
ス

の
実
現
⑦
地
下
鉄
1
1
号
線
の
早
期

所在地…松戸市六高台2 丁目19 番地2 （特別

養護老人ホーム松寿園に併設）

・新京成五香駅から京成バス「鎌ケ谷市役所」

行き（火の見下経由）で六高台病院前下車徒

歩2 分 、または 、タクシー5 分　東武六実駅

から徒歩20 分

延
伸
⑧
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

推
進

な

ど
で

す

。

ま

た

、
国

の
制

度

改

革

や
景

気

の
動

向

な
ど

、

社
会

情

勢

の
変
化

に
柔

軟

に
対

応
し

、
よ

り

充
実

し

た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進

す
る
た

め
、

①
二

〇

〇
〇

年

か
ら

始

ま

る
介

護

保
険

制

度

へ
向

け
て

の

介

護
保

険

市

民
会

議

②
厳
し

い
財

政

状
況

に

対

応
す

る
た

め

の

財
政

改

革
委

員

会

を
設

置
し

、
緊

急

か

つ

重
要

な

課

題
の

解

決
を

図

っ
て

ま

い
り

ま

す

。そ
し

て

、
こ

れ
ら

の
施

策

が
市

民

の
意

見

を
よ

り
反

映

し

た
も

の

と

な

る
よ
う

、
市

民

参

加

に
よ

る

開

か
れ

た

・

ク
リ

ス

タ
ル

な
市

政

運

営
と

全
体

の
奉

仕
者

の

精
神

を

基

本
姿

勢
と

し

た

い
と

思

っ
て

い

ま

す
。

五

香
六

実
地
区

介
護

支
援

セ
ン

タ

ー

℡
3
8
6
・
1
3
1
6
番

申

臾
在

宅
介

護
支
援

セ
ン

今
・‐・

℡
3
9
1
・
0
2
1
1
番

新
松
戸
地
区

在
宅
介
護

支
援
セ
ン

タ
ー

℡
3
4
6
・
2
5
0
0
番

小

金
原
地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
3
8
3
・
3
1
1
1
番

東

部
地
区

在

宅
介

護
支
援

セ
ン

タ

ー

℡
3
9
1
-
5
6
0
0
番

問

各

介

護
支
援

セ
ン

タ

ー

私
は

、「
次
代

を
担
う

子

ど
も

た

ち

の

ふ

る
さ
と

、

緑

花
清

流

に
よ

る
松

戸

の
創

生
」

に
向

け

、
全

精

力

を

傾
注

し
市

政

に

あ
た

る
決

意

で

す

。

今
後

と

も

、
皆

様

の

ご
支
援

・

ご
協
力

を

お
願

い
申

し
上

げ
、
再

選

に

あ
だ

っ

て

の
あ

い
さ

つ
と

い

た

し
ま

す

。

市

民

の
皆

さ

ん

の
声

を
直

接

お
聞

き
す

る
た

め
、

市
長

室

直

通

の

フ
ァ

ッ
ク

ス
を

設
置

し

て

い
ま
す

。
市

政

に
関

し

て
感

じ

て

い
る
こ

と
や

建
設

的

な

ご
意

見

を

お
寄
せ

く

だ

さ

い
（
五

月

末

現
在

四
百

七

千
三

件

受

信

）
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
3
6
6
・
2
3
0
1
番

このまちに人権文化を築くために

今

回
は

、
総
務

庁

が
平

成
５

年

度
に

実
施
し

た

「
同

和
地
区

実

態

把
握

等
調
査
」

を

中

心
に
、
同
和

問
題

の
現
況

に
つ

い
て

ご
紹
介

し

ま
す

。

総

務
庁

は
、
こ

の
調

査
結
果

の

概
論
と
し
て
、
「
同
和

地
区

の
実
態

・
国

民

の
意
識
等

に

つ
い
て

、
生

活

環

境

の
改
善
を

は
じ

め
と

す
る

基
盤
整
備

が
概
ね
完
了
す
る
一
方
、

同

和
凹

題

に
関
す

る
国

民
の
差

別

意

識
は
着

実
に
解

消
へ
向

け

て
進

ん
で

い
る
も
の

の
依
然

と
し

て
存

在
し

て

い
る
状
況

が
見

ら
れ

、
人

権

侵
害
も

生
じ
て

い
る
こ
と

な
ど

が
明

ら

か
に
さ

れ
て

い
る
」

と
述

べ
て

い
ま

す
。

昭
和
4
4
年
の
同

和
対

策
特

別
措

置
法

の
施

行
後

、
こ

の
調
査

に
回

答

し
た
千

余
り

の
市
町

村

が
平

成

５

年
ま
で

に
行

っ
た
各
種

事

業
費

の
合
計
は
十
兆
三
千
億
円
に
上
り
、

住

宅

・
道

路
等

の
環

境
は
大

き
く

改
善

さ

れ
ま
し

た
。
こ

の
よ

う
な

ハ
Ｉ
ド
面
の
改
善
に
伴
っ
て
、
差

別

意
識

を
徐

々
に
解

消
さ

れ
つ
つ

あ
る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す

。

し
か
し

、
同

和
間
題

が
自

然
に

解

消
に
向

か
う

の
か

と

い
う

こ
と

に
な
る
と
、
事
態
は
そ
う
楽
観
的

で

は
あ

り
ま
せ

ん
。

例
え

ば
結

婚
問
題
に

つ
い
て
は
、

自

分

の
子

ど
も

が
同
和

地
区

の
人

と
結
婚
し
よ
う
と
し
た
ら
ど
う
す

る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
「
子

ど
も

の
意
思

を
尊
重

す

る
。
親

が

口

出
し

を

す
べ
き
で

な

い
」

と
答

え

た
人

は
四
五

・
七
％

で

、
昭

和

問い合わせ

市民相談室人権担当 ℡366-7319 番

教育委員会企画調整室人権担当

℡ 366-7455番

6
0年

の
調
査

結
果

の
三
四

・
二
％

に
比

べ
て

か
な
り

の
意

識

の
向

上

が
見

ら
れ

る
一
方

で
、
否

定

的
な

回
答

の
合

計
も
五

三

・
七
％

と
過

半
数

を
超
え

て

い
ま
す

。

ま

た
就

労
状
態

や
、

そ

れ
に
伴

う
経

済
状

態
に

つ

い
て

も

、
全
体

的

に
は
低

い
状
況

に
あ

る
と

い
う

結
果

が
示

さ

れ
て

い
ま

す

。
高
等

学
校

進
学

率

に
つ

い
て

も
全
国

平

均
と

の
格

差

は
著
し
く

縮
小

し
て

い
ま

す

が
、
数

パ

ー
セ
ン
ト

の
差

が
な
か

な
か
解

消
し
ま

せ

ん
。

人

権

侵
害

へ
の
対
応

方
法

を
見

る
と

、
同
和

地
区

出
身

で

あ
る
こ

と

を
理
由

に
受

け
た

人
権

侵
害

に

対

し
て

「
黙

っ
て
我

慢
」
し

た
人

の
割
合

は
四

六

・
六
％

に

上
り
ま

す

。
他

の
調
査

に
お

け

る
一
般

的

な
人
権

侵
害

の
場

合
、「
黙

っ
て

我

慢

し
た
」

人

の
割
合

は
六

・
二
％

に
過

ぎ
ま

せ

ん
。
差

別
を
受

け

て

も
、
抗
議

す

る
こ
と

を
た

め
ら

わ

ざ
る
を

得
な

い
同
和

地
区

出
身

者

の
苦
し
み

が
推
察

さ
れ
ま

す
。

松

戸
市

に

は
、
法

律
で

指

定
さ

れ
た
同
和

地
区

は
存

在
し

ま
せ

ん

が
、
市
内

に

お

い
て

も
同

和
地
区

出

身
者

を
傷

つ
け

る
事

例
が
生

じ

て

い
ま

す
し

、
最
近

で

は
駅
構

内

で
同
和
地
区
を
中
傷
す
る
よ
う
な

落
書

き
も
見

つ
か

っ
て

い
ま
す

。

こ

れ
ま
で

の
同
和

対
策

事
業

に

よ
り
、
ハ
Ｉ
ド
面
で
は
大
き
な
成

果

が
あ
り
ま

し
た

。
し

か
し

、
今

な
お

人
々

の
心
に

存
在

す
る
差

別

意
識

の
解
消

が
、

今
後

の
大

き
な

課
題

に
な

っ
て

い
ま
す

。

川井敏久

アンケート形式で郵送により
行います

要介護高齢者実態調査
専門職員による訪問調査を行

います。

サービス需要量の把握

供給体制の計画的確保

介護保険事業計画書策定
総 事 業 費 を 算 定 し ま す ，

保 険 料 を 算 定 し ま す 。

齢
者
一
般
調
査
と
要
介
護
高
齢
者
実

態
調
査
で
す
。

高
齢
者
一

般
調
査

要
介
護
高
齢
者
実
態
調
査

月
に
実
施
し
ま
す
。

主
な
調
査
内
容
は
、
心
身
お
よ
び

生
活
状
況
の
把
握
・
意
向
の
把
握
な
ど

で
す
。

同和問題②( 同和問題の現況)

Ｎ０．７



広報まつど1998 年(平成10年)6月25日

人権問題に関する

住民意識調査がまとまりました

広報ま つど1998 年(平成10年)6月25日

市役所( 市民相談室・行政資料センター)と市立図書館( 本

館) で、｢人権問題に関する住民意識調査報告書｣ の閲覧がで

きます。

また、報告書の概要版を作成して希望者に配布する予定で

す。詳細については、後日、広報まつどでお知らせします。

日本に同和地区が存在することを「知っている」と答えた人が80.2％、「知らない」と答えた

人が19.8％でした。

また、今回同時に調査を行った野田市、酒々井町では、同和地区の存在を「知っている」と

答えた人は約90％でした。

9割以上の人が｢ 部落差別は絶対に許せない｣ と考えていますが、同時に｢ 同和地区の人はか

わいそうだ｣｢同和地区というと、暗いイメージがある｣という同和地区に対する｢マイナスイ

メージ｣ の回答も多くなっています(表5)。

表５　同和地区・同和問題についてのイメージ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 人(％)

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わない 無回答非該当

同和地区の人はかわいそうだ 352(37.4％) 356(37.9％) 134(14.3

％）

98(10.4％) 128 261

同和地区というと、暗いイメー

ジがある
296(31.0％) 369(38.6％) 167(17.5％) 123(12.9％)

11

3
261

同和地区の人はまじめだ 71（8.7％）334(40.8％) 264(32.3％) 149(18.2%) 250 261

同和地区は、怖いところだ 38 ( 4.3％)166(18.7％) 318(35.9％) 365(41.1％) 181 261
同和地区に生まれないでよかった 311 (33.7％)411 (44.6％) 91 ( 9.9％)109(11.8％) 146 261

部落差別は、絶対に許せない 583(59.6％) 329(33.6％) 44 ( 4.5％) 22（2.2 ％） 90 261

部落差別は、不合理だが、仕方
のないことだ

25（2.7 ％） 109(11.7％) 273(29.2％) 527(56.4％)
13

4
261

同和問題は、自分にはあまり関
係のない問題だ

159(16.6％)418(43.5％) 213(22.2％) 170(17.7％) 108 261

同和問題をめぐるさまざまな意見への反応は、異質な考え方に対して、多くの人がどちらに

も同調する回答をしており、矛盾した結果になっています(表6)。

例えば､｢同和問題の解決には、教育や啓発が何よりも大切だ｣｢同和地区の人が差別撤廃の

運動に立ち上がるのは、当然のことだ｣ と、部落差別解消のための取り組みに理解を示すと同

時に｢同和問題だけを強調して他の人権問題をおるぞかにするのはよくない」「差別、差別と

いうから、いつまでも部落差別がなくならないのだ｣ という考え方も支持するという傾向が見

られます。

表６　同和問題についての考え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 人(％)

そう思う
どちら かとい

えばそ う思う

どちらかといえ

ばそう思わない

そう 思 わ

な い
無回答
非該当

同和問題は、そつとしておけば自然

になくなる
134(14.0％) 224(23.5％) 282(29.5％)

315
(33.0％）113

261

部落差別は、もうなくなってきてい
る

103(10.8％)360(37.7％) 301 (31.5％)
191
(20.0％)

113 261

同和地区には、人としての思いやり
のある人が多い

73 ( 9.4％)380(49.2％) 243(31.4％)
77
(10.0％)

295 261

部落差別を受けた人の悔しさは、と

てもひとごととは思えない
302(32.9％)445(48.5％) 134(14.6％)

37
(4.0％)

15
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261

差別、差別というから、いつまでも

差別がなくならないのだ
304(32.4％)366(39.0％) 166(17.7％)

103
(11.0％)

12

9
261

同和地区の人が差別撤廃の運動に立
ち上がるのは、当然のことだ

448(47.9％)351(37.5％) 105(11.2％)
31
(3.3％)

133 261

同和問題の解決には、教育や啓発が
何よりも大切だ

427(45.1％)351(37.1％) 128(13.5％)
40
(4.2％)

122 261

同和問題を鰥夫するには、同和地区の人

たちが固まって住むのをやめればよい 221 (23.8％)369(39.7％)209(22.5％)
130

(14.0％)
139 261

部落差別をなくすためには、ます自分

がこの問題に積極的になる必要がある
148(16.2％）364(39.9％)315(34.5％)

85
(9.3%)

156 261

行政が同和地区の人にだけ特別な施
策をするのは不公平だ

211(23.0％)302(32.9％)292(31.8％)
112
(12.2％)

151 261

同和問題は難しい問題なので，自分

のような者はかかわらない方がよい
72（7.8 ％）268(29.2％)371(40.4％)

207
(22.5％)

150 261

同和問題だけを強調して、他の人権

問題をおるぞかにするのはよくない
395(41.7％)406(42.9％) 107(11.3

％） 　39
（4.1％）

121 261

差別発言に対し 、これを批判する態度をと

ると答えた人は60.9％、差別を黙認すると答

えた人が39.1％でした。

結婚問題への態度に関し ては、独身者と既

婚者とで質問を別にして尋ねまし た。その結

果 、独身者の回答のうち 、約半数が｢ 恋愛を

し､ 結 婚しようと思っている相手が同和地区

の出身だと分かった｣ と き結婚に｢迷 い｣ を 覚

えると回答し ています。また既婚者の場合、

自分の子ども( 孫) が同和地区出身者と結婚す

る場合に問題にしないと答えた人は約3 割 で

した( 表7 ・8) 。

｢結 婚問題への態度｣ に対して 、最も影響

力が大きいのは｢マイナスイメージ｣で、同

和地区に対する｢ マイナスイメージ｣ を強く

持つ人ほど同和地区出身者との結婚を避けよ

うとする傾向が見られました。次に影響力が

大きいのが｢ ホンネ意識( ホンネとして差別

を認める意識)｣ となっています。この2 つ以

外では大きな要因がありませんでした。

表７ 結婚問題への独身者の態度

考え直す

同和教育・社会啓発の経験と効果

学校で同和教育を受けたことのある人は20代､30 代の若い層に集中してい

ます。また、社会啓発(公民館が社会教育として主催する講座や、企業内での

研修など)を受けたことのある人は40代､50代に多く見られます。そこで、そ

れぞれの効果を見るに当たって年齢の要因による影響を除くため､学校同和教

育では20代、30代を､ 社会啓発では40 代、50代を対象に分析しました。同和

教育･社会啓発を受けたことがある経験については、学校同和教育においては

27.9％の人が､ 社会啓発においては16.2％の人が経験があると回答しています

(表9・10)。

教育・啓発の効果を見るとてマイナスイメージ｣[反差別的な考え」「差別発

言への態度]などについては、同和教育では有意差(統計的に意味のある差)は

ありませんでしたが、社会啓発では、社会啓発を｢何度も受けた｣人の方が｢少

しは受けた｣ 人よりも｢ マイナスイメージ｣ が弱いという有意差が見られまし

た。

また､｢同和問題の知識度｣については、同和教育･ 社会啓発のどちらも有意

差が見られ、受ける回数が多ければ多いほど知識の量は増えています。｢差別

発言への態度｣ では、社会啓発を｢5 回以上｣受けたことのある人は｢受けたこ

とのない｣ 人に比べて｢ 批判的態度｣ が強いという傾向が見られます。

表９　学校同和教育経験

｢社会啓発への参加意欲｣については、差別発言に対して批判的態度｣を示

す人､｢ 結婚問題で差別的な態度｣ を とらない人 、｢ホンネ意識｣ の強くない人、

｢同和問題の知識｣ がある人、｢社会啓発への参加経験｣ のある人ほど 、社会啓

発への参加意欲が強いという傾向が見られました。　　　　 、

ま と め

市では。今年2月に市長を本部長とする人権施策推進本部を発足

させました。現在、この組織を中心に、人権教育・啓発をはじめ

とする人権施策の計画策定作業をしており、今回の調査結果を同

和教育･ 啓発だけではなく、これから進める人権教育・啓発の計画

に広く生かしたいと考えています。

は じ め に

21 世紀のキーワードは、「環境」「平和」、そして「人

権」といわれています。国際社会では、1994 年（平成6

年）に「人権教育のための国連10 年」が決議され、世界

的な規模で人権教育への取り組みが始まりました。国内

においても、さまざまな取り組みが着々と進められてい

ます。

市では、平成9年2 月に「松戸市人権施策に関する基本

方針」をまとめ、また昨年末に策定された新総合計画に

おいても、「人権が尊重されすべての人が安心して暮ら

せるまち」という基本理念を明らかにしました。

そして、今後これらの方針に基づいて、より有効で意

義のある人権施策を実施するため、昨年7 月、「人権問題

に関する住民意識調査」を行いました。

人権問題に関する意識の現状

市民がどのような人権問題に関心を持っているかを知るた

め、9項目の人権問題を示し 、関心のあるものを、いくつでも

挙げてもらいました( 表1) 。

ＨＩＶ(エイズ)患者問題｣を挙げた人が56.2％と最も多く、

次いで｢障害者問題｣(55.3％)、｢高齢者の人権問題｣(54.3％)

となっています。また、｢子どもの人権問題｣｢ 女 性問題｣ も

4割以上の人が挙げています。特に、松戸市民は､｢ 女性問題｣

や｢ 子どもの人権問題｣ について関心が高いという傾向が見

られます。

それに対して、｢アイヌ問題|｢同和問題」「在日韓国・朝鮮

項　目 松戸市 酒々 井町 野田市

女性問題 598(45.0％) 198(37.0％) 454(39.4％)

子どもの人権問題 681(51.2％) 225(42.1％) 544(47.3％)

高齢者の人権問題 721(54.3％) 277(51.8％) 582(50.6％)

障害者の人権問題 735(55.3％) 283(52.9％) 662(57.5％)

同和問題 300(22.6％) 125(23.4％) 310(26.9％)

アイヌ問題 162(12.2％) 45( 8.4％) 146(12.7％)

在日韓国・朝鮮人問題 340(25.6％) 119(22.2%) 282(24.5％)

外国人労働者問題 452(34.0％) 156(29.2%) 352(30.6％)

HIV  (エイズ)患者問題 747(56.2％) 291(54.4％) 587(51.0％)

人問題」を挙げた人は、いずれも約4 分の1 以下で､「ﾀﾄ国人 労

働者問題」も約3 分の1 でした。

また、関心がある人権問題について見ると 、同じような回

答傾向を持つ2 つ のグループに分かれます（表2 ）。

第1 のグループは､「子どもの人権問題」「高齢者の人権問題」

「女性問題」「障害者の人権問題」の身近に感じられやすい人

権問題に対しともに関心を持つグループです。第2 のグルー

プは 、「同和問題」「アイヌ問題」「在日韓国･ 朝鮮人問題」「ﾀﾄ

国人労働者同題」「HIV患者問題」の「ひとごと」と感じられ

やすい人権問題に対してともに関心を持つグループです。

子どもの人権問題

高齢者の人権問題

女性問題

障害者の人権罔題

同和問題( 部落差別問題)

アイヌ問題

在日韓国 一朝鮮人問題

外国人労働者問題

ＨＩＶ患者問題

※複数の変数を、相互の類似性の指標に基づいていくつかの群に

分類する多変量解析法

「男女雇用機会均等法」を除く と、人権問題に関する知識は、全体的にあまり
：

高くないという結果です。特に同和問題に関する項目について「知らない」と回 ：

答している人の割合が高くなっています(表3)。

表３　人権問題に関する知識

くわしく
知っている

少しは
知っている

言葉だけは
知って

知らない
無回答

世界人権宣言 35 ( 2.8％)414(33.4％) 628(50.7％) 161 (13.0％)91水平社宣言

21 ( 1.8％)142(11.9％)227 (18.9％)808(67.4％) 131

国際人権規約 16（　1.3％)172(14.4%) 554 (46.3％)455(38.0％) 132

子どもの権利条約 46 ( 3.8％)353(29.2％）460(38.0%) 351 (29.0％)11

9人種差別撤廃条約 33 ( 2.7％)356(29.3％)542(44.5％) 286(23.5％)11

2同和対策審議会答申 18 ( 1.5％)179(14.9％) 363(30.3％) 638(53.3％) 131

同和対策事業 22（　1.9％）202(17.0％) 373(31.4％) 592(49.8%) 140
地域改 善対 策協議 会 5（0.4 ％）119(10.2％) 343(29.4％) 700(60.0％) 162
男 女雇 用機 会均等 法 271(21.5％) 785(62.4％) 156(12.4％) 46（3.7％） 71

狭山事件 81 ( 6.6％) 376(30.8％) 471(38.5％) 294(24.1％) 107

部落地名総鑑事件 18 ( 1.5％) 105 ( 8.8%) 202(17.0％) 865(72.7％) 139

人権教育のための国連10年 5 ( 0.4％) 116（9.7％）351 (29.4％) 721(60.4％) 136

多くの人は､「これからの世の中では､ 人 権が最も大切にされなければならない」

など人権尊重に共感していますが、同時に「人権ばかりを強調し 、他の問題をお

ろそかにするのはよくない」にも共感しています。また、「人権や差別問題につい

ては、タテマエとホンネが一致しないのは、やむを得ない」「人を差別する気持ち

は、人間の本能のようなものだ」については「共感する」と答えた人は1 割強です

が、「どちらかといえば共感する」と答えた人は3 割を超えています（表4 ）。

表４　人権・差別に関する考え方

共感する
どちらかとい
えば共感する

どちらかといえ

ば反発を感じる
反発を感じる 無回答

これからの世の中では、

人権が最も大切にされな
ければならない

510 (40.9％)659(52.9％) 68（5.5％） 9(0.7％） 83

皆が
人権の大切さを自覚

するようになれば、差別
はなくなる

600(47.7％) 540(42.9％) 90(7.1％) 29（2.3％）70

人権や差別問題につい ては 、

タ テマエとホン ネが一 致し

ないのはや むを 得ない
136(11.1％) 445(36.3％) 430(35.1％) 21(7.5％） 103

人権ばかりを強調し、他

の問題をおろそかにする
のはよくない

524  (42.2％) 517(41.7％）156(12.6％) 44(3.5％) 88

どんな理由があっても差
別はいけない

674(54.0％) 479(38.4％) 79(6.3％) 17（1.4％） 80

人を差別する気持ちは、人

間の本能のようなものだ
154(12.4％) 397(32.1％) 390(31.5％) 296(23.9%) 92
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使
用
料
及
び
受
益
者
負
担
金
の

収
納
状
況
（
下
水
道
普
及
課
）

○
監
査
の
期
間
平
成
９
年
１
月
６
日

～
３
月
2
7日

○
監
査
の
結
果
監
査
の
結
果
は
お
お

む
ね
適
切
と
認
め
ら
れ
た
。

幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

来
月
の
強
調
月
間
に
、
下
表
の
催

し
を
行
い
ま
す
。

職
場
、
学
校
、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
協
力
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を

深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
い
う
全
国
的
な
運

動
で
す
。

少
年
非
行
は
増
加
し
、
ま
た
低
年

齢
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

少
年
非
行
を
防
ぐ
に
は
、
家
庭
や

日　時 会　場 内　容

7/2木

午後1時30 分

～2時30 分

松戸駅西口

デッキ（雨

天の場合は

松戸駅東西

連絡通路）

市立松戸高等

学校吹奏楽部

の演奏による

広報活動

7/3金

午前10 時～

午後3時

市役所本館

2階会議室

保護司による

青少年更生保

護相談

問
援
護
課
庶
務
係
℡
3
6
6
・

番

7
3
4
7

７

月

は
「

社

会

を

明

る
く

す

る

運

動

」
強

調

月

間
で

す

Ｉ

ふ

れ
あ

い
と
　

対
話

が
築
く
　

明

る

い
社
会
－

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
　

皆
さ
ん
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
　

お
願

い
し
ま
す
。

障

害

基

礎
年

金
の

現

況

届

は

７
月
3
1
日

金

ま
で

に

提

出

を

現
況
届
は
、
あ
な
た
や
ご
家
族
の
　
障
害
福
祉
年
金
か
ら
作
付
し
た
障
害

に
変
化
が
な
い
か
を
確
か
め
て
、
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人

引
き
続
き
年
金
を
支
給
す
べ
き
か
を
　
※
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

決
定
す
る
年
に
一
度
の
大
切
な
も
の
　
　

て
一
年

未
満
の
人
は
提
出
す
る
必

で
す
。
現
況
届
の
用
紙
を
６
月
下
旬
　
　

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

に
発
送
し
ま
す
の
で
、
７
月
末
日
ま
　

※
老
齢
福
祉
年
金
を
除
ぐ
年

金
は
、

で
に
国
民
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
へ
　
　

誕
生
月

の
末
日
が
現
況
届

の
提
出

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
①
二
十
歳
前
の
障
害
に
よ
る
　
問
国
民
年
金
課
給
付
係
℡
3
6
6
・
７
３

障
害
基
礎
年

金
を
受
け
て
い
る
人
②
　

５
２
番

父

子

家

庭

の

皆

さ

ん

に

児

童

養

護

費

を

助

成

対

象

婚
姻

解
消

・
死
亡

・
生

死
不

明

等

の
た

め
、
母

に
養

育

さ
れ
て

い

な

い
十
八
歳

以
下

の
児

童
を
養

育
し

て

い
る
父

が
、
出
張

・
病
気

・
入

院

な
ど

の
事
情

で
一

時
的

に
児

童

の
養

育

・
世

話

を
家
政

婦

な
ど
に
委

託
し

報
酬

を
支
払

っ
た

場

合
（
義
務

教

育

終
了
前
の
児
童
が
一
人
以
上
い
る
こ

と
。
所

得
制

限
あ

り
）
　

助

成
日

数

一
力
月
五
日
以
内
助
成
額
一
日
七

千

四
百

四
十
円

（
一
時
間

九
百

三
十

円

）
を
限
度

必

要

書

類

費
用

の
明

細

書
（
領

収
書
）
・
所

得
証
明

書

・
そ

の
他
必
要

書

類

問
援
護
課
援
護
係
℡
3
6
6
・
7
3
4
7

番 身

体

障

害

者

に
自

動

車

運

転

免

許

取

得

費

用

を
助

成

対
象
十
八
歳
以
上
の
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者
で
住
民
基
本
台

帳
に
記

載
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
載

さ
れ
、
本
市
に
六
ヵ
月
以
上
居
住
し

て
い
る
人
　
助
成
限
度
額
十
ヵ
円

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
℡
3
6
6
・
0
5

0
3
番

生

活

カ

タ

ロ

グ
9
8
の

訂

正

先
に

お
配

り
し

た
生

活

カ
タ

ロ

グ
（
市
民
便
利
帳
）
の
三
十
七
ペ
ー

ジ

、「
児

童
手

当
」

の
問

い
合
わ
せ

先

の
電

話
番
号

が
間

違

っ
て

い
ま

し
た

。

お

わ
び
し

、
訂
正

し
ま
す
。

（
正
）
援
護
課

℡
3
6
6
・
7
3
4
7

番

問
広
報
課
℡
3
6
6
・
7
3
2
0
番

原

爆

被

爆

者

に

見

舞

金

を

支

給

対

象
平

成
1
0
年
７

月
１
日

現
在

松

戸
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
・

外

国

人
登
録

原
票

に
記

載
ま

た
は

登

録

さ
れ
て

お
り

、
被
爆
者

健
康

手
帳

の
交
付

を
受

け
て

い
る
人
　

見
舞

金

額
年
額
一
人
八
千
円
（
８
月
に
申
請

者
名
義
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
）

申
７
月

１
日

水
～

２
日

水
の
午

前
８

時
３
分
～

午
後
５
時

の
間

に
、
印
鑑
・

被
爆
者

健
康
手

帳

・
申
請

者

名
義

の

預

金
通

帳
を

持

っ
て

援
護

課

・
各

支

所

へ

問
援
護
課
社
会
係
℡
3
6
6
・
7
3
4
7

番

高

齢

者

・

障
害

者

に

住

宅

増
改

築

等
の

資

金

を

貸

し

付

け

対
象
①
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
で

日
常
生
活
に
介
助
を
要
す

る
高
齢
者

②
身

体
障
害
者
手
帳
所
持
者

③
療
育

手
帳
所
持
者

④
以
上
の
扶
養
義
務
者

資
格
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
①

市
内
に
二
年
以
上
居
住
②
住
宅
を
増

改
築
す
る
前
年
の
総
所
得
が
、
七
百

二
十
万
円
以
下
③
連
帯
保
証
人
が
一

人
い
る
④
こ
の
制
度
に
よ
る
融
資
を

受
け
て
い
な
い
　
貸
付
限
度
額
三
百

万
円

償
還
方
法
六
ヵ
月
据
え
置
き

後
十
年
以
内
に
返
済
利
率
年
一
・

五
％高
齢
者
＝
な
が
い
き
課
℡
3
6
6
・
7

3
4
6
番
、
障
害
者

＝
し
あ
わ
せ
課

℡
3
6
6
・
7
3
4
8
番

高

齢

者

・

障

害

者

に

住

宅

増

改

築

等

の

資

金

を

助

成

対
象
①
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

で
日
常

生
活

に
介
助

を
要

す

る
②

身

体
障
害

者
手

帳
二
級

以
上

を
交
付

さ

れ
て

い
る
③
療

育
手

帳
Ａ

の
二
以

上

を
交
付

さ

れ
て

い
る
　

資

格

世
帯

の

生

計
中

心
者
で

次

の
す

べ
て
に

該
当

す

る
人
出
市

内

に
二

年
以

上
居

住

②

市

税
を

滞
納
し

て

い
な

い
③
住

宅

の

増

改
築
等

を
行

う

助

成

額

田

世
帯

の
生
計
中

心
者

の
市

民
税

が
非
課

税

＝
三
十
万
円

③

世
帯

生
計
中

心
者

の

市

民
税

が
課
税

＝
十
五
万

円

※
高
齢
者

・
障

害
者

住
宅
増

改

築
等

資
金

貸
付

制
度
と

併
用
で

き
ま

す

が
、
貸

付
限

度
額

か
ら
助

成

額
を

控
除
し

ま
す

。

問
高
齢
者
＝
な
が
い
き
課
℡
3
6
6
・
7

3
4
6

番

、
障

害
者

＝
し
あ

わ
せ

課

℡
3
6
6
・
7
3
4
8
番

「人権文化」が定着することによって、一人ひとりの市民が大切にされ、すべて

の差別や偏見がなくなり、市民の誰もが心豊かに、誇りをもち、いきいきと生活で

きるまち「まつど」を築くため、市では、平成９年２月に「松戸市人権施策に関する・

基本方針」を策定しました。

そして、この基本方針に基づいて市が人権施策を進めるに当たり、市民の皆さん

が人権問題についてどのような考えを持っているかを知るため、昨年７月に「人権

問題に関する住民意識調査」を行いました。

調査の結果を踏まえて、より効果的で意義のある人権施策を進めていきたいと考

えています。

市民相談室人権担当℡366―7319番

調査へのご協力ありがとうございました ．

意識調査は、満20歳以

上の市民を対象に、市内

を10 地区に分けて、男女
別･ 年齢別の構成比に従

って無作為に抽出された
3,000人を対象に、郵送

により行いました。概要
は右表のとおりです。

※調 査は 、より 有 効な 結果 が得ら れる よう 、

野 田市 ・酒々 井 町と同 時 に行い まし た 。

調査対象 無作為抽出による満20 歳
以上の市民

サンプル数
2,985  (3,000通を発送。
15通が該当者不明で返辺 ．

回 収 有 効 数

調査期間

1,329 (回収率44.5％）　

平成9年7月10日～30日

意識調査報告書は市役所･ 図書館でご覧になれます

差別発言と結婚問題への態度

表10　社会啓発経験

学校同和教育・社会啓発の経験と効果

この意識調査では、特に「同和教育・社会啓発」に重

点を置いています。さまざまな人権問題の中でも、同和

問題（部落差別問題）は、性別や人種の違いなどによら

ない、人々の意識に内在する差別問題であり、古くから

対策が講じられてきたにもかかわらず、いまだに解決を

見ていない代表的な人権問題です。従って、同和問題の

解決は、すべての人権問題の解決に通じるものと考えら

れます。

これまでの同和教育・社会啓発の取り組みと実際の差

別行動や意識とのかかわりを検証することによって、今

後、市が進める人権施策を効果的で意義のあるものにし

ていきたいと考えています。

人権・差別問題に関する考え方

同和地区・同和問題のイメージ

同和問題についての考え

同和問題についての認識

平
成
1
0年
６
月
1
9日

松
戸
市
監
査
委
員
阿

部
芳

徳

川
村

幸
信

鈴
木
正

夫

吉
岡
五

郎

表２　関心がある人権問題のクラスター分析

人権問題

表1　 関心がある人権問題

人権問題に関する知識

人権問題への関心

社会啓発への参加意欲
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催

し

物

個

人

市

政

見

学

会

７
月
７
日
火
午
前
９
時
市
役
所
正

面
玄
関
集
合
、
午
後
３
時
3
0
分
解
散

予

定

〔
雨
天
決

行
〕
　

コ
ー

ス
市

役

所

～
博

物
館
～

和
名

ケ
谷

ク
リ

ー
ン

セ

ン

タ
ー

（
昼

食
お

よ

び
見

学
）

～

消

防
局
～

市
役

所

（
解
散
）
　

定

員

先
着
二
十
二
人
　
持
ち
物
昼
食
（
食

堂
等
は
あ
り
ま
せ
ん
）
　
費
用
無
料

申
電
話
で
広
報
課
℡
3
6
6
・
7
3
2
0

番

へ
チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
映

画

会

「
地

球

が

動

い
た

日
」

７
月
４
日
土
①
午
前
1
0
時
3
0
分
～

正
午
②
午
後
２
時
～
３
時
3
0
分
③
午

後
４
時
3
0
分
～
６
時
会
場
市
民
会

館
　
費
用

千
二
百
円

（
四
歳
以
上
、

前
売
り
八
百
円
）

問
松
戸
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
杉
本

℡
3
8
7
・
2
1
6
1
番
（
月
～
金
曜
日

の
午
前
1
0時
～
午
後
３
時
）

フ

ラ

ダ

ン

ス

ー
フ

ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
７
月
1
9日
日
午
後
１
時
開
演

会

場
市
民
会
館
　
費
用

無
料

フ
ラ
ダ
ン
ス

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

事
務
局
℡
3
6
5
・
0
3
3
1
番

八
柱

霊

園

七

夕

飾

り

７
月
１
日
水
～
８
日
水
　
会
場
八

柱
霊
園
正
門
正
面
か
ら
噴
水
ま
で

飾
り
付
け
本
数
約
六
十
本

八
柱
霊
園
管
理
事
務
所
℡
3
8
7
-
2

1
8
1
番

平

成

１０
年

度

経

営

事
項

審
査

説

明

会

（
東

葛

飾

地

区

）

７
月
２
日
木
午
後
１
時
3
0
分
～
４

時

会
場

柏
市
民
文
化
会
館

対
象

東
葛
飾
十

不
事
務
所
管
内
の
建
設
業

者
　
費
用
無
料

問
千
葉
県
十
木
部
管
理
課
審
査
班

℡

0
4
3
・
2
2
3
・
９
り
１
１
３
番

青
少

年

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

キ

ャ

ン

プ

７
月

２
日

水
～
3
1
日

金

〔
二

泊
三

日
〕（
３
日

は
午

前
９

時
1
5
分
か

ら
、

3
1
日
は
午
前
1
1
時
3
0
分
ま
で
）
　
会

場
知

的
障
害

者
通

所
活

動
施
設

「
わ

か

ば
園
」
　

対
象

市
内
在

住

・
在
学

の
高

校
生

定

貝
二

十
人
（
抽
選
）

費

用
無
料

※
７

月
1
9日

日

に
オ

リ
ェ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン
を
行

い
ま
す

。

申
７
月
３
日
金
〔
消
印
有
効
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

・
学
校
名
・
学
年
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

－
0
0
9
1

松

戸

市

本
町

。
四

の
二

第

一
生
命

ビ
ル
内

松
戸

市

社
会

福
祉

協

議
会

「
青
少

年

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
キ

ャ
ン
プ
」
係
（
℡
3
6
2
・
5
9
6
3
番
）
へ

さ

と
し

と

あ
き

ら
の

ぼ
う

け

ん

７
月
５
日
日
午
後
３
時
～
４
時
3
0

分
会
場
市
民
会
館
内
容
童
心
社

刊
「
お
し

い
れ
の
ぼ
う
け
ん
」
よ
り

東
京
演
劇
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
作
る
ぽ

う
け
ん
も
の
が
た
り
　
費
用
三
千
三

百
円

（
四
歳
以
上
）

問
松
戸
西
子
ど
も
劇
場
・
菊
地
℡
3
6
1

・
1
6
0
6

番

原

爆

写

真

展

７
月
１
１
1
1
日
土
午
前
1
0
時
～
午
後
３

時
3
0
分
会
場
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー

内

容

①
熊

沢

南

木

氏

の

語

り

１

お

こ

り

じ

ぞ

う

・
お

か

あ

さ

ん

の

木

②

映

画

＝

さ

よ

な

ら

カ

バ

く

ん

・
十

六

じ

ぞ

う

物

語

③

ペ

ー

プ

サ

ー

ト

ほ

か

費

用
四

歳

～

小

学

生

―
四

百

円

・
中

学

生

以

上

＝

五

百

円
（
前

売

り

あ

り

）

問

原

爆

写

具
展

実

行

青

貝
会

・
作

田

℡
3
8
6・
2
4
1
0

番

親子が水辺で集う日

6月27日田午前10時～正午〔雨

天中止〕　会場旭町小学校中庭

内容魚の放流・水質実験コーナー

一環境クイズ・水ヨーヨーほか

※駐車場はありませんので，車で

の来場はご遠慮ください。

川|をきれいにする課℡366-11

52番

森

の
ホ
ー
ル
2
1
チ

ケ
ッ
ト

セ
ン

タ
ー

チ

ケ

ッ

ト

ガ

イ

ド

℡
3
8
4
・
3
3
3
1
番
（
月
曜
日
は
休
館
）

期日 内　　　容 会場 開演時間 料　金

7/ 4土

久保田巧（ヴァイオリン）十ヴァディム・

サハロフ（ピアノ）リサイタル

ドビュッシー／ヴァイオリンソナタほか 小
ホ

｜ル

午後7時 全指定席3,200円

学生席2,000 円

7/10金

森の名人会

出演：橘家豆蔵、立川志らく、立川談春、

林家たい平

午後7時
全指定席3,500円

7/11土

松竹大歌舞伎｢操り三番叟(さんばそう)｣

｢弁天娘女男白浪( 白浪五人男)｣｢ 蜘蛛

(くも) の糸宿直噺｣　 出演：澤村藤十郎、

中村翫雀( かんじ やく) 、中村橋之助ほか

大
示

｜ル

午後2時

Ｓ席　5,000 円

Ａ席　4,000 円

Ｂ席　2,500 円

学生席2,000 円

※
会

場

は

い
ず

れ
も
森

の

ホ
ー
ル
2
1

で

す

。

※
　
印

は
託

児
サ

ー
ビ
ス
（
有
料

・

要

予
約

）

が
あ
り

ま
す

。
詳
細

は

お

問

い
合

わ
せ

く

だ
さ

い
。

※
学
生
席

は
森

の
ホ

ー
ル
2
1チ

ケ
ッ

ト

セ
ン

タ
ー
の
み
で

発
売
し
ま
す

。

無

料

法

律

相

談

会

７
月
1
8
日

土
午

前
1
0
時
～
正

午
と

午
後
１

時
～

３
時

会
場
千

葉
県

弁

護
士

会
松

戸
会
館
（
松

戸
一
三
三

六
）

定
員
先

着
三

十
人

申
電

話
で
千

葉
県

弁
護
士

会
松

戸
支

部
℡
3
6
6
・
6
6
1
1
番
へ

講
座
・
講
演

ル

ネ

ッ

サ

ン

ス

ー
バ

ロ

ッ

ク

舞

踏

講

習

会

８
月
２
日
金
～
3
0
日
日
午
前
1
0
時

3
0
分
～
午
後
５
時
3
0
分
会
場
森
の

ホ

ー
ル
2
1
リ
ハ
Ｉ

サ
ル

室
ほ

か
　

内

容
十

五
～
十

八
世

紀

の
ヨ

ー
ロ
ッ

パ

の

ダ
ン
ス

を
当

時
の
資

料
に

基

づ

い

て
踊

る
　

定
員
初
心

者
コ

ー
ス
・
経

験
者

コ

ー
ス
各
二

十
五

人
（
先

着
順
）

費

用
二
万

二
千

円

（
最
終

日

の
パ

ー

テ
ィ

ー
費

用
を

含
む
）

申

電
話

で
古

典
舞

踏
研

究
会

・
黒
田

℡
3
4
5
・
4
3
9
9
番
へ

ダ

ル

マ

植
え

込

み

講

習

会

７
月
５
日
日

午
後
１
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館
　

費
用
無
料

千
松
菊
花
会
・
結
城
℡
3
6
3
・
5
9

8
5
番

運

転

免

許

特

別

講

習

会

７
月
５

日
日

午
前
1
0
時
～
正

午

会
場
ふ
れ
あ
い
2
2
（
五
香
消
防
署
隣

り

）
　

費

用
無

料

※
受

講

者
で

。
年
以
内

に
更

新

す
る

場
合

は
、
講

習

が
免
除

さ
れ
ま

す

（
書
き

換
え

に
千
七
百

円

か
必
要

）
。

問
松
戸
市
身
障
運
転
者
協
会
・
高
橋

℡
3
6
1
・
2
2
8
1
番

松

戸

史

談

会

講
演

会

７
月
５
日
日
午
前
1
0時
か
ら
　
会

場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
松

戸
と
徳
川
慶
喜
　
費
用

無
料

問
松
戸
史
談
会

・
神
尾
℡
3
4
1
・
2
4

5
8
番

成

人

講

座
「
音

楽

ゼ
ミ

ナ

ー

ル
」

①
７
月
1
1
日
②
９
月
1
2
日
③
1
1
月

1
4日
の
各
土
曜
日
、
い
ず
れ
も
午
後

２
時
～
４
時
3
0
分
会
場
市
民
劇
場

内
容

①
ピ
ア
ノ
の
魅
力

②
詩
と
音
楽

の
魅
力
③
映
画
音
楽
の
魅
力
定
員

先
着
百
人
　
費
用

無
料

申
電
話
で
矢
切
公
民
館
℡
3
6
6
・
1
2

1
4
番
へ

初
心

者

囲

碁

講

習
会

７
月
1
9日
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

こ
れ
か
ら
囲
碁
を
始
め
る
子
ど
も
を

中

心
と
し
た
講
習

費
用

無
料

電
話
で
と
き
わ
だ
い
ら
少
年
少
女

囲
碁
ク
ラ
ブ
・
萩
谷
℡
3
8
6
・
3
2
2

9
番
へ

浴

衣

着

付

け

講

習

会

７
月
５
日
日

・
８
日
水
午
後
１
時

～
３
時
　
会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
夏
浴
衣
を
ジ
ー
パ
ン
感
覚

で
簡
単
に
美
し
ぐ
着
こ
な
す
方
法

持
ち
物
浴
衣
・
半
巾
帯
・
腰
ひ
も
二

本
・
帯
板
　
費
用
各
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
を
含
む
）

申
電
話
で
松
戸
生
活
文
化

協
会
・
安

達
℡
3
4
3
・
6
8
9
8

番
へ

松戸地域職業訓練センター(テクノ21) 講座案内

森
の
ホ
ー
ル
2
1
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

講

座

「
や

さ

し

い
ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

」

８
月
４
日
火
・
６
日
木
・
７
四
日
口
金

〔
全

三

回

〕

、

各

午

後

１

時

～

４

時

会
場

森

の

ホ

ー

ル
2
1
リ

ハ

Ｉ

サ

ル

室

対

象

小

学

四

～

六

年

生
　

内

容

歌

唱

・
踊

り

・

演

技

の

基

本

を

実

際

の

舞

台

作

品

を

も

と

に

体

験

す

る

（
保

護

者
私
見
学
可
）
　
講
師
裕
辛
二
氏
（
振

り
付
け
）
ほ
か
　
定
員
五
十
人
（
抽
選
）

費

用
三

千

五

百

円

申

７

月
1
0
日

金

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・
学

年

・
見

学

の

有

無

を

記

入

し
て
、
〒
2
7
1
－
2
2
5
2
松
戸
市
千
駄

堀

六

四

六

の

四

森

の

ホ

ー

ル
2
1
「

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

講

座

」

係

へ

問
財
松
戸
市
文
化
振
興
財
団
℡
3
8
4
・

2
2
2
1

番

聖

徳

大

学

・

教

育

委

員

会

共

催

市

民

大

学

「

ゆ

れ

る

子

ど

も

た

ち

～

い

ま

大

人

の

す

べ

き

こ

と

」

７

月
３

日
～

２
日

の
毎
週
金

曜
日

〔
全
四
回
〕
、
各
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時

会
場

聖
徳
大

学

内

容

「
子

ど

も
の
シ

グ
ナ

ル
に
気

づ
こ

う
≒

心
を

閉

ざ
す
子

ど

も
に
ど
う

対
応

し
た

ら

よ

い
か
」

ほ

か
　

講
師

聖
徳
大

学
助

教
授

・
関
根
正
明

氏

、
同

教
授

・
伊

藤

裕
子
氏

、
同

教
授

・
渋
谷

憲

一
氏

定

員
先
着
四

十
人

費
用

無
料

申
電
話
で
矢
切
公
民
館
℡
3
6
8
・
1
2

1
4

番

へ

講 座 名 日　時 定員・費用

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
講
座

パソコン・ワープ

ロ入門講座

①7/ 1( ・　2木　午後

②7/16(木)・17金　午前 各10 人

6,000円W  i n  d o w s 95

入門講座

①7/ 6月 ・　7火　午後

②7/23木･.24 金　午前

ワープロソフト

一太郎入門講座

7/13月･14 火　　　.

・16木･17 金　
午後

各10 人

12,000円

(10,000円)

ワープロソフト

Wo  r d 入門講座
7/4土・11土　　土曜

表計算ソフトロータ

ス1-2-3入門講座

7/27（ ・28（　　

・30木・31金　午前

表計算ソフトエクセ

ル入門講座
7/8水90 9木･10金午前

10人10,000

円(8,000円)

※午前＝午前9時30分～午後O時30分、午後＝午後1時30

分～4 時30 分　土曜：午前9時30分～午後4時30 分

マッキントッシュパソコ

ン講座・初心者入門講座

7/6月･7火･13月･14火

午前9時30 分～正午

5人

15,000円

高齢者向けパソコン講座

ゆっくり楽しくパソコン

講座( 対象65歳以上)

7/28火・29水

午後1時30分～4 時

5人

7,000円

松戸 地域 職業訓 練セン タ ー( 松戸 市小 金原1 の19 の3 ℡349-

3200 番) 窓口 で受 講 料 を渫え 、先着 順 で受 け 付け

※費用のうちO　内は当会会員事業所･当団体会員メンバーの場合です。

親
子

工

作

教

室

７
月
1
1日
土
午
後
２
時
～
４
時

会
場
小
金
市
民
セ
ン
タ
ー
内
容
豆

電
球
と
針
金
を
使
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
棒

の
製
作
　
対
象
小
学
生
と
保
護
者

定
員
先
着
二
十
組

費
用

材
料
費
一

組
四
百
円

電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
℡
３

・
３
３
２
０
番
へ

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

７
月
２
日
～
3
0
日
の
毎
週
木
曜
日

〔
全
五
回
〕
、
午
後
７
時
3
0
分
～
８
時

5
0
分
会
場
青
少
年
会
館
内
容
ジ

ル

バ

’
ブ
ル

ー
ス

ー
ワ
ル

ツ
　

対

象

十
八
～
三
十
歳
の
人
　
費
用
二
千
円

（
五
回

分
）

申

電
話
で

サ

ン

デ
ー

ダ
ン

ス
サ

ー
ク

ル
・
石
井
℡
0
5
0
・
8
7
7
・
9
9
3
3
番
へ

技

能

講

習
会

７
月
2
3日
木
・
２
日
金
午
前
９
時

～
午
後
４
時

会
場
県
立
船
橋
高
等

技
術
専
門
校

内
容

①
エ
ク
セ
ル
に

よ
る
表
計
算
②
や
さ
し
い
制
御
③
立

体
製
図
入
門

定
員

①
③
二
十
人
②

十
五
人
（
各
抽
選
）
　
申
込
期
限
７

月
1
0日
金
　
費
用

無
料

問
県
立
船
橋
高
等
専
門
校
℡
０
４
７

４
・
3
3
・
２
７
９
０
番

災

害

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

講

座

７
月
3
0
日
祝
・
2
5
日
土
・
2
6
日
日
、

８

月
１
日
±
1
2

日
日
・
９
日
日
〔
全

六
回
〕
　

会
場

さ
わ

や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ

（
柏

市
）
　

対
象

十
五
～

四

十

歳

の
人
　

定
員
三

十
人
（
抽

選
）

費
用

無

料
（
テ

キ
ス
ト

代
等

は
実
費

）

さ

わ
や

か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ
事

業

課
℡
０
４
７
１
・
4
0
・
８
６
１
５
番

電

話

不

通

の

お

わ
び

６
月
６
日
、
小
金
上
総
町
の
下

木
道
工
事
に
よ
る
電
話
ケ
ー
ブ
ル

切
断
事
故
に
伴
い
、
市
民
の
皆
様

に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

問
下
木
道
建
設
課
℡
3
6
6
・
7
3
6

4
番

情報
チャンネル

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111 番

代表ＦＡＸは363-3200番(松戸市の市外。番は047番です)

グ
チ

ホ

ッ
と

コ

ー
ル

（
不

登
校

の

電

話
相

談
）

毎
週
木
曜
日
午
後
２
時
～
５
時

内
容
不
登
校
に
関
す
る
同
じ
体
験
を

し
た
親
同
士
や
不
登
校
中
の
若
者
た

ち
に
悩
み
や
グ
チ
を
言
っ
て
少
し
で

も
ホ
ッ
と
感
を
も
っ
て
ほ
し
い
　
費

用
無
料
松
戸
登
校
拒
否
を
考
え
る
会
・
松

村
℡
3
6
3
・
4
8
5
5
番

講

演

会

「

現

代
の

お

墓
事

情

～

変

化

す

る

家

族
の

中

で

」

７
月
1
7日
金
午
後
１
時
～
３
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
っ
ど

講
師
長
江
曜
子
氏

定
員
先
着
五
十

人
　
費
用

無
料

申
７
月
1
5日
水
ま
で
に
、
電
話
で
古

典
の
会
・
五
条
℡
0
4
3
・
5
3
4
9
番
へ



広報まつど1998 年(平成10年)6月25日

ス

ポ
ー
ツ

市

民

水

泳

教

室

一
期
＝
７
月
３
日
祝
～
2
4
日
金
、

二

期

＝
７
月
2
7
日

月
～
3
1
日

金
各

午

後
５
時
3
0
分
～
７
時
会
場
中
央
公

園

プ
ー
ル
　

対
象

市
内

在
住
・
在
勤
・

在

学
の
小
・
中
・
高

校
生

こ

般
（
初
心

者
可

、
成

人
女

性
コ

ー
ス

あ
り
）
　
定

員
各
先

着
五

十
人
　

費

用
各
三
千

円

申
７
月
４

日

土

・
５

日
日

午
後
３

時

～
４

時

の
間

に

、
費
用

を
添
え

て
直

接
中

央
公
園

プ
ー
ル
事

務
所

へ

松

戸
市

水
泳

協
会

・
三
好

℡
３

・

0
3
0
3

番

（
７

月
1
9日

日

ま
で

の

午
後
７

時
～

９

時
）

ソ
フ

ト

バ
レ

ー
ボ

ー

ル

ー
フ

ァ

ミ

リ

ー

バ

ド
ミ

ン

ト
ン

教

室

６
月
２
日
日

午
前
９
時
～
正
午

会
場

常
盤
平
体
育
館
　
費
用
無
料

申
当
日
会
場
で

体
育
指
導
変
針
・
宍
戸
℡
3
8
9
・
8

4
1
5
番

相

撲

教
室

毎
月
第
一
・
三
・
五
日
曜
日
、
第

二

・
四
土
曜
日
の
各
午
前
９
時
～
1
1

時
3
0
分
会
場
運
動
公
園
相
撲
場

対
象
五
～
十
二
歳
の
少
年
・
少
女

費
用
無
料

申
電
話
で
松

戸
相
撲
連
盟
・
平
塚
℡

3
4
3
・
″
６
５
１
１
番
へ

市

民

ボ

ウ

リ

ン

グ

大

会

７

月
1
9
日
日
午

前
1
0
時
松

戸
グ
ラ

ン

ド
ボ

ウ
ル
集

合
　

対

象

市
内

在
住

・
在
勤
・
在
学
者
（
中
学
生
以
上
）

定
員
先

着
八

十
四

人
　

内

容
予

選
四

ゲ

ー
ム

・
決
勝
ニ

ゲ

ー

ム
の
ト

ー

タ

ル
ピ
ン
で
順
位
決
定
　
費
用
大
人
（
４

Ｇ
）
二
千

五
百

円

・
ジ
ュ
ニ
ア
（
４
Ｇ

）

千
五

百
円

・
決

勝
（
２

Ｇ
）
七

百
円

申
７

月
1
2
日
日

ま
で

に
、
費

用
を

添

え

て
市
内

各

ボ
ウ
リ

ン

グ
場

へ

松
戸
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
・
上
田

℡
0
3
0
・
2
0
7
・
4
6
2
3
番

松戸市スポーツレ クリエ ーション大会（地 域祭）

地　区 期　日 会　　場 種　目 問い合わせ

本　 庁 7/19日 南部小学校

グ ラウ ンド ・ゴル フ
ソフト ハレ ーボ ール

インデ ィ アカ

ラージ ボ ール卓球
ファミリーバドミントン

新体力 テ スト

体育指導委員

佐伯℡36ふ2069 番

明第一・

第二
7/12日

松ケ丘小学校

上本郷第二小学校

ラージボール卓球
体育指導委員

村松℡364-2927 番

グ ラウ ンド ・ゴ ルフ

ファミリーバドミントン

ダ ーツ, 新体力テスト

体育指導委員

大塚℡36ふ3897 番

矢　 切 7/ 5 日

矢切小学校

柿ノ木台小学校

ソフトバレーボール　
インディアカ　　　 体育指導委員

グラウンド・ゴルフ
新体力テスト

山川℡　367-3958　番

東　 部
7/ 5 日

和名ケ谷スポーツ

センター

ソフト バレ ーボ ール
インデ ィア カ

ラージ ボ ール卓球

ファミリーバドミントン

体育指導委員

渡部℡391-1547番

7/19 日 東部スポーツパーク グラウンド・ゴルフ

常盤平

7/12 日

7/19 日

常盤平体育館
ソフトバレーボール
インディアカ
ラージボール卓球

体育指導委員

宍戸℡■389-8415番

体育指導委員

谷畑℡385-0441 番

常盤平第一小学校
グ ラウン ド ・ゴル フ
ファミリードミントン

五香六実 7/12 日

六高台スポーツ広場

六実第三小学校

グ ラウン ド ・ゴルフ

ソ フト バレ ーボール

ファミリーバドミントン

松飛台第二小学校 ラージボール卓球

小金原

7/12 日

7/19 日

栗ケ沢小学校

小金原体育館

グラウンド・ゴルフ

体育指導委員

日江井℡342-7068

番

ソ フト バレ ーボー ル

インディ ア カ
ラ ージ ボ ール卓球

ダ ーツ

ファミリーバドミントン

新体力 テスト

小　 金 7/ 5（ 小金北小学校

グラウ
ンド・ゴルフ

ソフトバレーボール
インディアカ
ファミリーバドミントン
新体力テスト

体育指導委員

藤咲℡344卜9248 番

___
体育指導委員

吉村℡341-3323 番
馬　 橋 7/12 日 八ケ崎小学校 グラウ

ンド・ゴルフ

新体力テストほか

新松戸

7/12 日 新松戸西小単 交
グラウンド・ゴルフ
ダーツ
新体力テスト( 成人)

体育指導委員

香川℡343-5580 番
7/19（

新松戸西小学校

馬橋北小学校

ソフト バレ ーボー ル

インディ ア カ

ラ ージ ポ ール 卓球

ファミリーバドミントン

新体力テスト（シニア）

健康体 操

時間午前9 時から　費用無料

※申し込みは当日会場で、詳細は電話で問い合わせ先へ

お
知
ら
せ

７
月
1
0口
金
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
女
性

費

用
一
人
五
百

円申
７
月
３
日
金
午
前
1
0時
か
ら
運
動

蚊

帳

無

料

◆

ト

ラ

ン

ポ

リ

ン

二

千

円

◆

ベ

ビ

ー

モ

ニ

タ

ー

七

千

円

◆

調

乳

ポ

ッ

ト

二

千

円

・
四

千

円

◆

ベ

ッ

ド

メ

リ

ー
五

百

円

〔
ス

ポ

ー

ツ

用

品

・

楽

器

〕
ル

ー

ム

ウ

ォ

ー

カ

ー

無

料

・
千

円

◆

腹

筋

台

二

千
円
二
台
◆
女
性
用
ス
キ
ー
靴
2
3
・

５
セ
ン
チ
無
料
・
千
円
◆
女
性
用
ス
キ
ー

板
1
6
5
セ
ン
チ
千
円
・
1
7
3
セ
ン
チ
無
料
◆
女
性
用

ゴ

ル

フ

ハ

Ｉ

フ

セ

ッ

ト

無

料
◆

エ

レ

ク

ト

ー

ン

無

料

三

台

◆

オ

ル

ガ

ン

千

円
〔
Ｒ
用

箟

貝
〕
ロ

ー

ル

ス

ク

リ

ー

ン
ニ

点
セ
ッ
ト
無
料
・
三
千
円
◆
フ
ロ
ー

リ

ン

グ

カ

ー

ペ

ッ
ト

六

畳

用

一
万

円

◆
浄
水
機
二
千
円
◆
洗
濯
用
洗
剤
（
○

グ
ラ
ム
×
６
）
千
円
◆
大
学
受
験
用
英
語

教

材

カ

セ

ッ
ト

テ

ー

プ

五

巻

三

千

円

◆
水
槽
千
五
百
円
◆
博
多
人
形
四
千

円

◆

ス
チ

ー

ル

書

庫

二

台

セ

ッ

ト

ニ

千

円

申
6
月
2
7
日
土
〔
当
日
消
印
有
効
〕
ま

で
に

、
ハ

ガ
キ
に

希
望
品

名

（
品

物

一
点
に
つ
き
一
人
一
枚
）
　
・
価
格
・

住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号

（
昼

間
お

勤
め

の
人

は
勤
め

先
の
電

話
番
ひ

）

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
－
0
0
7
3
松
戸

市
小
根

本
七

の
八

京
葉

ガ
ス
Ｆ

松
戸

第
二
ヒ
ル
松
戸
市
消
費
生
活
課
消
費

生
活

係
へ

※
相
手

の
紹
介

は
月
初

め
に
抽

選
し

当

選
者

に
連
絡

し
ま

す
。
紹

介
後

は

自
主

交
渉
に

な
り

ま
す

。

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
６
月
２

日
月
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
一
人
三
点
ま
で
）
。
７
月

2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品
・

自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

問
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
℡
3
6
6
・

7
3
2
9
番

教
育

委

員

会

会

議

を

開
催

７
月
1
6日
木
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室
　
議
案
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
総
務
課
℡
3
6
6
・
7
4

6
0
番

市
税

の

休

日

受

け

付

け

６
月
２
日
日
は
市
役
所
収
納
課
と

各
支
所
で
、
市
税
の
納
付
や
納
税
相

談
の
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。

収
納
課
収
納
第
一
・
第
二
係
℡
3
6
6

・
7
3
2
5

番

教
科

書

検

定

を

公

開
し

ま
す

６
月
２
日
金
～
８
月
3
1
日
月
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
午
前
1
0時
～
正

午
と
午
後
１
時
～
４

時

会
場
財
教

科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
（
江
東
区
千
石

一
の
九
の
二
八
）
　
内
容
平
成
９
年

度
検
定
実
施
の
高
等
学
校
の
中
学
年

用
教
科
書
が
公
開
対
象

問
財
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
℡
0
3
・

５
６
０
６
・
4
3
1
1

番

財

寺

島

文

化

会

館

助

成

金

給

付

団

体

を

募

集

対
象
1
0
月
１
日
～
1
1
年
３
月
3
1
日

の
間
に
①
芸
術
・
文
化
②
学
術
・
体

育
ス

ポ

ー
ツ
③
そ

の
他

生
涯

学
習

領

域

の
活

動

を
目

的
と
し

た
非

営
利
団

体

が
行

う
イ

ベ
ン
ト

・
公

演

会
な

ど

の
単
発
的
な
文
化
事
業
（
個
人
の
私

的
利
用

、

政
治

・
宗
教

に
係

わ
る

も

の
を

除
く

）
　
　助

成
金
額

総
事
業

費

の
二
分

の
一
ま
た

は
十
万

円

の

い
ず

れ
か
少
な
い
方
を
上
限

申
７
月
１

日

水
～

２
日

火
の
間

に

、

所

定

の
申
請

書
で

財
寺

島
文

化
会

館

（
℡
０

４
７

１
・
6
7・・
6
1
5
3

番

）
へ

文

化

ホ

ー

ル
ギ

ャ

ラ

リ

ー

の

使

用
受

け

付

け

７
月
８
日
水
午
前
1
0
時
3
0
分
会

場
文
化

ホ
ー
ル
講
座
室
　
他
用

期
間

９
月
2
9
日
火
～
1
2
月
2
7
日
日
　
持
ち

物
使
用
料
・
社
会
教
育
関
係
団
体
登

録
証
（
該
当
団
体
の
み
）

文
化
ホ
ー
ル
℡
3
6
7
・
7
8
1
0
番

保
健
・
衛
生

予

防
接

種

の

お

知

ら

せ

７
月
上
旬
に
、
平
成
1
0年
４
月
１

日
～
５
月
3
1日
生
ま
れ
の
人
に
予
防

接
種
の
通
知
を
し
ま
す
。
ま
た
、
表

―
に
該
当
す
る
人
は
、
申
し
込
み
が

必
要
で
す
の
で
、
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
・
各
支
所
の
市
民
健
康
相
談
室
で

申
し
込
む
か
、
ハ
ガ
キ
に
左
記
の
要

領
で
記
入
し
、
〒
2
7
1

－
0
0
7
2

松
戸

市
竹
ケ
花
七
四
の
三
松
戸
市
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
衛
生
課
予
防
衛

生
係
（
℡
3
6
6
・
7
4
8
4
番
）
へ

※
生
後
三
ヵ
月
に
な
ら
な
い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

愛

の

献

血

①
松
戸
市
献
血
推
進
協
議
会

６
月
2
9
日
月
午
前
1
0
時
～
1
0
時
4
5

分
と
正
午
～
午
後
４
時

会
場

新
松

戸
駅
前

②
小
金
体
操
ク
ラ
ブ

７
月
３
日
金
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分
会
場
小
金
保
健
セ
ン
タ
ー

③

に
こ
に
こ
商
店
会

７
月
３
日
金
午
後
１
時
3
0
分
～
４

時

会
場
市
民
会
館

問
健
康
課
℡
3
6
6
・
7
4
8
7
番

表1

①平成10 年４月１日～５月31 日生まれで６月１５日以降に

住民登録をした人

②予診票を持っていない下記の人

○ツベルクリン反応･B C 6=3ヵ月以上4歳未満で接種

，をしていない人

○ポリオ＝3ヵ月以上7歳6ヵ月未満で2口飲んでいない人

○ＤＰＴ＝３ヵ月以上7歳6ヵ月未満で4回接種していない

人

○麻しん＝1歳以上7歳6ヵ月未満で接種をしていない人

○風しん＝1歳以上ﾜ歳6ヵ月末満で接種をしていない人

○日本脳炎＝3歳以上7歳6ヵ月末満で3回接種していな

い人

東

松

戸

病

院

健

康

塾

７
月
７
日
火
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分

会

場

果
松
戸

病

院
大
会

議
室

内

容
講
演

「
コ
レ

ス

テ
ロ

ー
ル

・
中

性

脂
肪

（
高
脂

血
症

）

の
話
」
　

講

師
東

松

戸
病

院
保

健

福
祉
医

療
室

長

（
内
科

）
・
山
口
卓

秀
氏
　

定
員

先
着

七

十
人
　

費

用
無

料

申
電
話

で
東
松

戸
病

院
保

健
福

祉
医

療
室
℡
3
9
1
・
5
5
0
0
番
へ

健

康

懇

談

会

「
頭

痛

・

肩

こ

り

・

五

十

肩

・

腰

痛

」

６
月
3
0
日
火
午
後
２
時
1
0
分
～
３

時
5
0分

会
場

新
松

戸
市

民
セ

ン
タ

ー
　

定

員
当
日
先

着
五

十
人
　

費
用

無
料

問
愛
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
3
4
8
・
4
8

1
7

番

松
戸
花
火
大
会
イ
ン
9
8
「
み
ん
な
で
あ
げ
る
夢
花
火
」

協
賛
者
を
募
集

８
月
１
日
土
の
松
戸
花
火
大
会
に
、
あ
な

た
の
願
い
や
想
い
を
乗
せ
た
花
火
を
打
ち
卜

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
な
た

の
名
前
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
十
五
文
字
以
内
）
を

お
載
せ
し
、
招
待
席
を
ご
用
意
し
ま
す
。

申
込
期
限
７
月
３
口
金

問
松
戸
花
火
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内
）
℡
3
6
6
・
7
3
2
7
番

○
譲
り
ま
す

〔
家
具

〕
本
棚

三
千
円

◆

整
理

た
ん

す

無
料
◆

木
製

カ

ウ
チ

チ

ェ
ア

．
万

円

◆

木

製

ロ
ッ
キ

ン
グ
チ

ェ
ア
三
千

円

◆

食
卓

と

い
す
二

脚
セ

ッ
ト
千
円

◆

シ

ン
グ
ル

ベ
ッ

ド
無
料
◆

Ｃ

Ｄ
ラ

ッ

ク
五

白
円
◆

座
卓
千

円
◆

ソ

フ
ァ
五

千

円
◆

学
習

机
千
円

◆

ダ
イ

ニ
ン

グ

テ

ー
ブ
ル

六
千

円

〔
電
気
用
品
〕
窓
用
エ
ア
コ
ン
無
料
二

台

・
千

円

・
九
千
円

◆
二

槽

式
洗
濯

機

四
千

円
◆

電
子
レ

ン
ジ
一
万

円
◆

パ
ソ
コ
ン
（
Ｐ
Ｃ
９
８
）
無
料
　
高
い

周
波
脱

毛
機

二
千
円

◆
湯

沸

か
し

ポ

ッ
ト
五

千
円
◆

除
湿
器

一
万

円
◆

掃

除
機
三

千
円
◆

縦
型

掃

除
機
三
千

円

◆

コ

ー
ヒ

ー
メ

ー
カ

ー
二

千
円
◆

シ

ャ
ン

デ
リ

ア
一
万
円

◆
電

磁
調

理
器

無

料

〔
子
供
用

品
〕
チ

ャ
イ

ル

ド
カ

ー
シ

ー

ト
二

千
円

・
四
千

円

・
四
千

五
百

円

◆

ベ
ビ

ー
キ

ャ
リ

ー
五

百
円

・
八
百

円

∴

三
千

円
◆

だ

っ
こ
ひ

も
五
百

円

・
千
五
白
円
◆
ベ
ビ
ー
フ
ッ
ク
八
百

円

・
三
千

円
◆

Ａ
型

ベ
ビ
ー

カ
ー
五

千

五
百
円

・
七
千

円
◆

Ｂ
型

ベ
ビ

ー

カ
ー
ハ

千

円
二

台
◆

Ａ
Ｂ

兼
用

ベ

ビ

ー
カ
ー
千
円

◆
Ｂ
型

ベ
ビ
ー
カ
ー
（
双

子
用
縦
型
）
　
一
万
円
◆
マ
ザ
ー
ズ
バ

ッ
グ
五
百

円
◆

カ

ー
ク

ッ
シ

ョ
ン
無

料
◆

ラ

ン
ド

セ
ル

（
赤
）
五

百
円

◆

プ
レ
イ
ジ
ム
無
料
◆
自
転
車
前
方
用

補
助

い
す
二
百

円
◆

揺
り

か

ご
兼
用

ベ
ビ

ー
ベ
ッ

ド
四
千
円

◆

ベ

ビ
ー

ベ

ッ

ド
二
千

円
◆

電
動

搾
乳

器
千
円

・

二
千

円
◆

ベ
ビ

ー
バ
ス
チ

ェ

ア
千

円

◆

ペ
ビ

ー

バ
ス
無
料
◆

赤
ち

ゃ
ん
用

リ
サ
イ

クル

広
場

使

え

る

も

の

を

捨

て

る

前

に

リ

サ

イ

ク

ル

広

場

へ

家
庭
婦
人
卓
球
大
会
ラ
ン
ク
別
団
体
戦
（
２
Ｗ
Ｉ
Ｓ
）

公
園
会
議
室
に
て
行
弓
組
み
合
わ
せ

会
議
で

問
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
石
川
℡
３

・
6
2
5
5

番

次
回
掲
載
分
に
つ
い
て
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見に行こう　聴いてみよう

市民劇場 ℡368-0070 番

期日 内　　　容 開演時間 問い合わせ先

6/27土 ピアノ発表会 14:00 笹田圭子　　　　　　℡364-1424 番

28(日)
ピアノリサイタル

カラオケコンテスト

13:00 越田葉子　　　　　　℡360 －7710 番

18:00 冨永くに子　　　　　℡341 ―3623 番

7/4 土 カラオケ発表会 15:00 村田隆夫　　　　　　℡369 －5017 番

19日 詩吟剣詩舞発表会 10:30 岩田富久司　　　　　℡387 －0744 番

21火 ピアノ発表会 15:00 永澤えい子　　　　　℡368-9294 番

22水 ピアノ発表会 17:30 宇田川幸子　　　　　℡364-5228 番

・23 木
㈱伊藤楽器ピアノ発表会 10:00 伊藤賢二　　　　　　℡348-0111 番

24金

※月曜日は休館

松戸駅市民ギャラリー

期間 7/9 木まで 7/10金～23木 7/24金～8/6木

東 松戸市制施行55周年記念
第33回松戸市美術展覧会

絵本の原画展

問渡辺℡392 ―3122 番

第2回プリマペラスケツチ展
問佐藤℡385-6793番

西
受賞者作品展
問市社会孝靖 課℡366-7462 番

墨松会墨絵展

問佐藤℡362-6309 番

松戸文化写真会写真展

神田℡387-2865 番

℡367-7810番

期　　間 内　　　容 問い合わせ先

6/28(日)まで 松戸市美術展 教育委員会社会教育課　　 ℡366-7462 番

30火～７/5日 新日美展 市川　　　　　　　　　　 ℡388-4715 番

7/ 7火～12日 松戸書道教育連盟展 松戸書道教育連盟　　　　℡362-2982 番

21火～8/2日 平和パネル・ポスター展 市総務部総務課　　　　　 ℡366-7305 番

24金～7/29水 松戸市小中学校児童生徒席書展 教育委員会指導課　　　　℡366-7458 番

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

戸定歴史館 ℡362-2050 番

期　間・催し物 内　容

7/1水～9/27日

徳川慶喜と写真

徳川慶喜は、幕末の時期から写真に深い関心を寄せ、数々の写真を

撮 影さ せ まし た 。明 治 にな ると 、アマ チ ュ アカ メラ マン とし て自 ら貴

重な写真を撮影しています。弟・昭武の写真と併せて、それらの作品

を 展観し ま す。

入館時間…午前9 時30 分～午後4 時30 分（月曜日は休館。ただし、祝日は開館し翌日休館）

入場料‥･大人60 円、高･大学生40円 、小･中学生20 円

※第２･４土曜日は、小･ 中学生の観覧は無料です。

℡384-8181 番

期　　間 内　　　　　容

7/1水～31金
午後1時15分・3時15分か

ら上映（土一日一祝日は午前
11時からも土映）

ハイビジョン映像「世界文化遺産／合掌造り」＜上映時間45分＞

会場講堂　観覧無料
※8/1からは「いのち輝け地球／川は生きている」（20分）を上映します。

7/18土～9/23祝

館蔵資料展「新収蔵資料展」

内容開館以降収集した館蔵資料の展示公開　会場企画展示室　観覧

無料

7/29（ ～31金

8/19水～21金

午前1O 時と午後2 時からそ

れぞれ2時間

夏休み体験教室｢ 布を織る｣

内容細く裂いた木綿布を横糸に利用する裂き織りを体験　対象小学4

～6年生　定員各回3人( 先着順) 費用無料

申6/25木午前10時から､電話で市立博物館｢布を織る｣係℡384-8272

番へ〔6/29(月～7/6月》は燻蒸(くんじよう)のため休館〕

休館日月曜日（祝日は開館し、翌日休館・第4金曜日・燻蒸休館（6月29日～7月6日）開館時間午

前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）常設展観覧料一般30円（240円）、高・大学生

150円（100円）、小・中学生100円（60円）〔（　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は、小・中学生の観覧は無料です。

ガイド ツア ー （展 示 解説）･･･毎 日､ 午前10 時 と午 後2 時から30 分間 （参加 者は観 覧料 が必 要で す）

松戸市の市外局番は０４７番です。

℡368-1237 番

期日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

6/28(日)創流45周年記念　旭水流舞踊会 10:00 旭水会　　　　　 ℡344-6849 番

7/4 土
第17 回チャリティー映画会

「地球が動いた日」 ☆

10:30

14:00

16:30
松戸手をつなぐ育成会℡387-2161 番

5日
松戸西子ども劇場「さとしとあきらのぼ

うけん］～おしいれのぼうけんより　☆
15:00

10:00

松戸西子ども劇場　　℡361-1606 番

9 木
時代を超える羽仁もと子の教育講演会

「よく生きる力」 ☆
松戸友の会　　 ℡0471-73-7626 番

12日
本間祥公ダンスバレエアカデミー　第20回

記念発表会
14:30
本間祥公ダンスバレエアカデミー

℡386-2972 番

19 日 第1回フラダンス・フェスティバル 13:00
フラダンス・フェスティバル事務局

℡365-0331番

22 水 さとう宗幸　野の花コンサートⅧ☆ 18:30 労音東葛センター　　℡365-9911 番

23 木

松戸親と子のよい映画を見る会①か

つ飛ばせ！ドリーマーズ②tまくとき
どきぶた③絵の中のばくの村　☆

①②10:00

①②15:00
③　18:30

松戸親と子のよい映画を見る会（教育

会館内）　　　　　 ℡362-3738 番

25 土
松戸北子ども劇場合同高学年例会

「ＢＵＳ　ＳＴＯＰ」　☆
18:30 松戸北子ども劇場　 ℡347-4446 番

※月曜日日は休館

℡345-8900 番

期　　間 内　　　　容

展示 7/ 7火 ～12 日 「ベゴニア展」日本ベゴニア協会松戸支部

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

7/ 4土午後3時～4時 季節の見どころ歩き　講師パークセンター職員

野草ウオツチング　講師自然解説眞 一川端祥子氏5日午前10時～11時30分

26(日)片前10時～11時30分 昆虫ウオツチング　講師自然解説員・佐藤隆士氏

当日パークセンターで(先着25人) 費用無料　※雨天中止

相

談

毎週水･土･日曜日と祝日、午前10

時～正午　午後1時～午後3時30分

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

開館時間…午前9時～午後4時30 分(月曜休館) ※7/21 火からは午後6時まで

森のホール21 ℡384-5050 番

期　日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ
ー
ル

6/27土 前進座公演「たいこどんどん」☆ 17:00 竹友会　　　　　　 ℡386-0213 番

28日 錦織健チャリティーコンサート ☆ 16:00
チャリティーコンサート実行委員会

℡346-6922 番

ディスクガレージ　℡03―5436 ―9600番7/ 5(日)渡辺美里コンサート☆ 17:00

11土 松竹大歌舞伎　☆ 14:00 財松戸市文化振興財団　℡384－5050番

14 火

18土

太田ﾌﾟﾛ夏休み出張ﾗｲ ﾌﾞﾂｱｰ'98 夏

期限定お笑いサマーフェスティバル ☆

15:00
アイエス　　　　 ℡03-3355-3553 番

18:00

美輪明宏コンサート98 ☆ 18:00 労音東葛センター　　　℡365-9911 番

光藍社　　　　　 ℡03-3943-7531 番

松戸青少年交響楽団・北野℡344-3322 番

21火 レニングラード国立舞台サーカス ☆
12:30

15:30

25土 松戸青少年交響楽団第3回定期演奏会 18:00

小
ホ

｜ル

6/26金 レスナーコンサート 12:30 萩原泉　　　　　　℡　0298-47-2631番

27土 徳川真弓ピアノリサイタル　☆ 14:00 財土屋文化振興財団　　　℡364-3636番

28日
フォルテピアノの会（ピアノとヴァ

イオリンの発表会）
14:00 西澤節子　　　　　　　℡384-1741番

7/ 4土
森のリサイタル「久保田巧十ヴア

ディム・サハロフ］ ☆
19:00 財松戸市文化振興財団　℡384－5050番

10 金 森の名人会　☆ 19:00 財松戸市文化振興財団　℡384-5050番

11土 ﾗ･カンパーニャピアノコンサートvol.2'☆14:

00

近本真紀　　　　 ℡0471 －83－9755 番

12日 菊地音楽教室ピアノ発表会 15:00 菊地音楽教室　　　　 ℡3418－783 番

16 木
野村沙知代氏人財育成を語る！

～人育て・子育て～ ☆
19:00 松戸市倫理法人会事務局℡385-6821 番

19日 ﾋﾟｱﾉ 発表会 13:30 三橋祐子　　　　 ℡0471-54-6737 番

24 金 カワイ音楽教室ピアノ発表会 10:00
カワイ音楽教室柏事務所

℡0471-67-2749 番

25 土 第3回金沢バレエスタジオ発表会 16:30 大井美枝子　　　　　　℡346-1517 番

健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

……℡366 －0010 番

平日　午後4 時30 分～翌日午前9 時

土曜・日曜・祝日

午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所 …℡368-3756 番

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……℡365-3430 番

衛生会館内　午後８時～11 時

市民会館

文化ホールギャラリー

博物館

21世紀の森と広場パークセン

ター

文化施設だより

お気軽にご相談＜ださい

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 問 相談名 期　 日 時　 間 会　 場 問

交通事故
月～金曜日

午前9時～午後5時
市民相談室 市民相談

室　※金
銭問題の
相談も行
います。

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談

コーナー

千葉県
地方法
務局松
戸支局
市援護
課庶務
係

市政･一般 午前8時30分～午後5時 6(月) 馬橋支所

7火 六実支所
法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市役所相談
コーナー

7火 小金支所
第1月曜日 午前9時～正午

1水 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時

1水） 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 2木 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(℡363―6278番)でも行っています。

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後4時
心

配

ご 乙
と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談

コーナー
社会福
祉協議
会36
8-0
503
番

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 6(月) 馬橋支所

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課 7火 六実支所

7火 小金支所
労働相談 第1月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係 1水・15 水 常盤平支所
※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(℡361-4089番)でも行っています。

1水・15 水 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

3金

午前10時～午後3時

常盤平支所 国民年
金課適
用係※
左民以
外の日
は国民
年金課
へ

2木・16木） 小金原市民センター

7火 小 金 支所

ゆ う ま つ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性 センタ ー

（ 相談室 直通）

℡363-0505 番

10 金 小金原支所 第2～第4木曜日

14 火 馬 橋 支所 第1木曜日 午後2時～8時

17 金 六 実 支所 女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時

21火 新松戸支所
女性パート

労 働 相 談
7火

午後1時30分～

4時30分

女 性 センタ ー

℡364-8778 番
24金 矢 切 支所 就学相談( 予 約制)

月～金曜日
午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

℡366-7461 番28火 東 部 支所 教育相談( 予 約制)

消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活センター

℡365-6565 番
青 少年相談( 電話)

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30分

少年 センタ ー

℡363-7867 番

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所

℡367 ―4646番

青 少年相談( 来 所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年 センタ ー

℡366-7464 番

７月の相談あんない ※相談はすべて無料でｊ

救急医療体制
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